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１ 研究の目的 
  友人とおもちゃのこまを回して遊んでいる時に、なかなか長く回すことができなかった。そこで、
どうやったらこまを長く回すことができるかと興味を持った。調べていくとＣＤやナットなどを使い
手軽にこまが作れることがわかったので、ＣＤを使い軸の長さや円盤の重さを変えてこまが長い時間
回るにはどうすればいいか調べることにした。 

２ 研究の方法 
①  ＣＤにボルト、ナットⅠ、ナットⅡをつけ軸の長さを48mm（軸を伸ばす長さ０mm）にし、ナット
Ⅱ（2.1ｇ）を２個付ける。 
②  電動ドリルでこまを回転させ、回転が安定した３秒後にドリルをはなし、それから止まるまでの
時間を測定する。 

③ ５回測定し、平均を出す。 
④ ナットⅢを４個、８個と増やし、①～③を行う。 
⑤ 軸を伸ばす長さを５mm、10mmとし、①～④を行う。 
⑥ ナットⅢの質量を4.8ｇ～29.8ｇと変えながら①～⑤を行う。 
３ 研究の結果  

 

（気づき） 

・おもりの数が８個の時が長い時

間回っている。 

・おもり１個の質量が20ｇの時が

一番長く回っている。 

・軸を伸ばす長さが５mmの時が、

おもりの質量が大きくなるほど

一番長く回っている。 

・おもりの質量が20ｇ以上になる

と、おもりの数が２個ではこま

が回らなくなった。 
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４ 研究の考察 
このグラフより、おもり１個の質量が20.0ｇで数が８個の時が１番長く回ったことがわかるが、そ
の前後の質量でどうなっているか気になり、おもり１個につき１ｇずつ変化させて調べてみることに
した。 

追実験１ 

（方法） 

 ① 軸を伸ばす長さを５mm、おもりの個数８個にし、おもり１個の質量を 17.3ｇ～23ｇまで１ｇず

つ変化させ、こまが回る時間を調べる。（５回行い平均をとる） 

 ② １ｇずつ変化させるために１円玉（１個１ｇ）、50円玉（１個４ｇ）を利用し調整した。 

（結果） 

上の表がその結果である。この結果よりおもり１個の質量20ｇが一番長く回ることが確かめられ

た。さらに実験を進める中で、おもり１個の質量20ｇの時、軸を伸ばす長さを１mmずつ変えてみた

らどうなるかと考え、追実験２を行うことにした。 

追実験２ 

（方法） 

 ① おもりの個数を８個、おもり１個の質量を20ｇにし、軸を伸ばす長さを０mmから１mmずつ10 

  mmまで変化させ、こまが回る時間を調べる（５回行い平均をとる）。 

（結果） 

結果は下のグラフのようになった。この結果より、ＣＤこまが１番長く回る条件は20.0ｇのおも

り８個と軸を伸ばす長さ３mmということがわかった。 

 
５ 研究のまとめ 

  今回の実験では追実験まで含め、ＣＤこまが１番長く回る条件を見いだすことができた。しかし、

追実験２の結果からもわかるように軸を伸ばす長さ１mm、３mm、５mm、８mm、９mm ではあまり差がな

く、少しのバランスでこまの回る時間が変わってくることがわかった。これはおもりの重さや軸の長

さで細かく重心の位置が変化するからだと考えられる。次はさらにおもりの質量を細かく変化させた

り、おもりを付ける位置を変えたり、また軸の長さ、太さを変えるなど様々な条件で調べていきたい。 

おもり１個の質量（ｇ） 11.3 17.3 18.3 19.3 20.0 21.0 22.0 23.0 29.8 
時間（秒） 76.97 69.55 67.42 97.18 103.09 82.19 79.76 78.33 93.33 
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